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岩手県のこれまでの取組経緯

岩手県地球温暖化対策実行計画策定
 ➢計画期間 2011年度～2020年度

2050年カーボンニュートラル表明（東北初）

いわて気候非常事態宣言

第２次岩手県地球温暖化対策実行計画策定
 ➢計画期間 2021年度～2030年度
 ➢目標 温室効果ガス排出量2013年度比 ▲41％

再生可能エネルギー電力自給率 65％

実行計画改訂_温室効果ガス削減目標見直し
 ➢削減目標▲57％、電力自給率66％に引き上げ
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知事による気候非常事態宣言

2012年
3月

※2025年度、中間年見直しを実施中



岩手県の脱炭素化に向けた取組①

温室効果ガス削減目標

2013年度 ➢ 2030年度

▲41％
産業部門

4,026千ｔ
2,387

業務部門
2,418千ｔ

▲60％

971

運輸部門
2,368千ｔ

▲32％

1,618

再エネ電力自給率

2013年度 ➢ 2030年度

19％ 66％

▲57％家庭部門

2,847千ｔ
1,222

運輸部門

・電動車の普及促進

・公共交通機関等の利用促進

家庭部門

・ZEHの普及 【重点】

・住宅への再エネ設備導入【重点】

・家電等の省エネ機器の普及促進

再生可能エネルギーの導入促進

  ・エネルギーの地産地消に関する普及啓発、情報発信

  ・自家消費型太陽光発電設備の導入促進【重点】

全体
基準年度

目標年度

▲57％

産業・業務部門

・脱炭素経営の普及促進

・事業者の優良事例の波及

・省エネ設備・機器等の導入促進【重点】

住宅補助

脱炭素経営事例集

基盤整備

  ・温暖化防止いわて県民会議を中核とした県民運動の展開

  ・岩手県地球温暖化防止活動推進センター

  ・市町村の取組支援

EVバス補助

自家消費型太陽光補助

温暖化防止いわて
県民会議【重点】：重点対策加速化事業



岩手県の脱炭素化に向けた取組②

ゼロカーボン就活～2025冬～

脱炭素経営に取り組む企業・団体と大学生を繋ぐマッチングイベント
➤温暖化防止いわて県民会議若者ワーキンググループからの提言

建設業、金融業、サービス業など全９社・19名の大学生が交流

NPO法人

環境パートナーシップいわて



脱炭素化に向けた主な課題

※環境省資料を岩手県一部修正

② 岩手県の再エネ導入ポテンシャルは、エネルギー消費量の約18倍

①

環境と経済の好循環に向け、市町村と連携しながら、地域と共生し
地域に裨益する再生可能エネルギーの導入を進める必要



市町村と連携した取組など

○県市町村ＧＸ推進会議の設立（R5.6～）
・令和５年４月、県の政策を脱炭素化に向けて大胆にシフトさせるため、

「CGO（最高脱炭素責任者）」を創設し、副知事が就任。

・令和5年6月、ＧＸ推進に向けた県・市町村の連携強化のため、

 副知事（CGO）及び副市町村長で構成する会議を新設。

・全体会合に加え、実務者レベルの会合を開催。
県市町村GX推進会議

東北最多

脱炭素先行地域 重点対策加速化事業

区域施策編策定市町村 2050カーボンニュートラル宣言

５市町 ３市町

33市町村中

23市町村（70％）

33市町村中

25市町村（75％）

久慈市、宮古市、陸前高田市、釜石市、紫波町
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